
全法連事務局 御中

(mail@zenkokuhojinkai.or.jp)

２．法人会版健康経営宣言書「青年部会」用

(2024年6月25日現在)

単位会名（所属県連名） 金沢法人会 (石川県連)

部会長　氏名

部会長　携帯番号

部会長　メールアドレス

事務局所在地

担当者(事務局員)名

TEL FAX 076-222-2907 076-222-2907

メールアドレス

部会員数 300 名

健康づくりの取組目標・取組内容

 1 フィジカル（身体的）部門…運動や身体的な改善内容等

 2 メンタル（精神的）部門…社員のメンタルヘルス対策や職場環境改善等

 3 ソーシャル（社会的）部門…地域貢献活動やボランティア活動等

（下記の該当項目にチェックを入れてください。）

全法連ホームページ及び内部資料に単位会名を掲載することを承諾します。

　上記のとおり申し込みます。

（押印は不要です。）

若松　孝夫

〒920-0919 金沢市南町4番60号
金沢大同生命ビル8階

inc@kanazawa-houjinkai.or.jp

森川

部会長名：若松　孝夫

・部会員とその従業員および家族の健康促進を目指す活動を実施する
・会員企業の経営陣もしくは管理職に健康経営の意識を醸成する
・健康経営宣言書の作成を通して親会との連携を強化し、金沢法人会全体
の活性化を図り、財政健全化の一助となるように繋げていく

・「みんなでわくわく！金沢探訪」目指せ10,000歩まち歩きの実施
・金沢城下町リレーマラソン（年２回開催）の参加

・「朝ごはんを食べて仕事の効率UP！」プロジェクトの実施
・「健康経営優良法人への道」研修の定期開催
・ 会員交流・拡大イベント（ランチ・ディナー）の開催

・「健康経営委員会」の設立
・小学生向け租税教室／親子で学べる税の使いみち総選挙イベントの開催
・職業体験イベントの開催／地元スポーツ団体との交流
・市民を対象とした公開講演会の開催
・親会(各支部)と連携して会員企業に対して健康経営宣言書の作成を促
し、健康経営を通した金沢法人会全体の活性化を図る

単
位
会
情
報

2024年6月25日

単位会名：金沢法人会青年部会

実施している活動を
該当するカテゴリー
に記載ください。

健康経営宣言
（目標）



企業名 金沢 

申請者名 米田 早織 

（申請者名）カナ ヨネダ サオリ 

申請者の役職名 委員長 

カテゴリー 2 

活動のタイトル 朝ごはんを食べて仕事の効率を UP！プロジェクト 

活動期間の始期（年月日） 2023/4/1 

活動期間の終期（年月日） 2024/6/30 

参加人数 230 

活動内容について 

●2023年度より青年部会内に「健康経営委員会」を設置し健康経営を

推進。●健財政健全化のための健康経営プロジェクトで「取り組んで

もらいたいこと」の中から①バランスのとれた食事②早寝・早起き・

朝ごはん③勉強会の開催④健康経営優良法人認定への挑戦に着目し、

「朝ごはんを食べて仕事の効率を UP！プロジェクト」と「健康経営優

良法人 2025 への道」を二つの柱とし取り組みを企画実施した●「朝ご

はんを食べて仕事の効率を UP！」プロジェクトでは会員企業へ「朝ご

はん食べる⇒健康・集中力の向上」をテーマとしたポスターの配布。

また朝ごはんレシピコンテストの開催により会員と会員企業の従業員

の健康促進を図った。●「健康経営優良法人への道」では会員企業の

健康経営優良法人 2024、2025 の認証取得に向け、セミナーを開催し

た。 

アピールポイント 

●健康経営の推進にあたり「食」に重点を置き取り組みを企画。農林

水産省の朝ごはんの推進活動「めざましあさごはん」とも提携し朝ご

はんの摂取率 UPを企業に啓蒙活動。また企業もこの取り組みに参加す

ることにより、健康経営優良法人の評価項目の中の「食生活の改善」

に取り組むこともでき、また従業員の健康推進、企業の仕事効率 UPに

寄与した。●会員企業の従業員やその家族にも朝食レシピコンテスト

を通して食から健康をアピール●健康経営優良法人の取得をセミナー

などでサポートしつつ、取得に必要な取り組み項目の中の「食生活の

改善に向けた取り組み」を充足するためのツールとして「朝ごはんを

食べて仕事の効率を UP！プロジェクト」を実施した。 

活動の成果 

●青年部会員企業２１０社へポスターを配布し啓蒙活動●朝ごはんレ

シピコンテストの表彰を総会で開催●農水省へ朝ごはん普及取り組み

の活動報告●健康経営宣言書の提出件数 282件（R5年度末）累計目標

達成率 122.1％ 

財政健全化への貢献度 

朝ごはんを摂取する社員が増えることで、健康に働ける社員が増加し

ます。 それにより、企業の生産性向上および会社の売上ＵＰが図れる

ことで 税収の増加につながります。 

部会員企業への浸透度 

●総会（70名参加）での活動報告・レシピコンテストの表彰を通じ、

健康経営についての理解を深めた●《健康経営優良法人 2024 認定企

業》 【ブライト 500】 ：１社【中小規模部門】 ：５社《健康経営を



職場で推進中の企業》※ 新たに部会員企業 ６ 社が、健康経営優良法

人２０２５への道セミナーに参加し２０２５年取得に向け準備中 

 



健康経営委員会 事業報告

01 概要

02 財政健全化のための健康経営プロジェクト

03 「朝ごはんで仕事効率UP！」プロジェクト

04 「健康経営セミナー」

05 全体のタイムスケジュール
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01概要

法人会の「財政健全化のための健康経営プロジェク

ト」の推進のため、当委員会では２つの事業を柱に

進めました。

①「朝ごはんで仕事効率UP！」プロジェクト

食生活の改善（朝食）をテーマにした啓蒙活動

②「健康経営セミナー」

セミナーによる企業が健康経営へ取り組む手助け
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02「財政健全化のための健康経営プロジェクト

青年部会の健康経営プロジェクトの概要

https://www.zenkokuhojinkai.or.jp/wp-
content/uploads/2019/08/gaiyouban.pdf

この課題解決のために青年部会主導で取
り組む活動の一つが「健康経営の推進」
です。

健康経営の推進



このプロジェクトの中では「取り組んでもらいたいこ
とが」いくつか列挙されています。

その中から当委員会では

①バランスのとれた食事

②早寝・早起き・朝ごはん

③勉強会の開催

④健康経営優良法人認定への挑戦

⑤健康経営宣言（法人会版）の社内外への発信

の５つに着目しました。

①②⑤は「朝ごはんで仕事効率UP！」プロジェクト

③④は「健康経営セミナー」

を通じて取り組みました



0３「朝ごはんで仕事効率UP！」プロジェクト

2024/7/9 5

このプロジェクトでは朝ごはんに焦点を当てて企業の健康経営を応援し
ていくプロジェクトです。

①企業への「朝ごはんの摂取率UP＝生産性の向上」の啓蒙活動

②「朝ごはんコンテスト」による企業表彰及び個人への表彰

コンテストの広報を利用した法人会の健康経営活動の認知度UP



朝食をとることにより、集中力が高まりよ
り良いパフォーマンスを発揮することが
できます。

「朝ごはんの摂取率UP＝生産性の向上」

なぜ朝食なのか？

【農水省ホームページより抜粋】

農水省の朝ごはん推進活動とのコラボ



ねらい

【企業】従業員には企業から参加を促してもらう

・ポスターによる啓もう活動

事業所にポスターを張ってもらい従業員に朝食をとること の重要性を考えてもらう

・朝ごはんコンテストへの参加 ⇒ 入賞し商品を獲得。会社の健康経営活動に貢献

食について考えるきっかけづくり

【個人（一般の方）】

・朝ごはんフォトコンテストへの参加 ⇒ 入賞者には豪華賞品

食について考えるきっかけづくり。法人会青年部会の取り組みを知っていただく。
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• 金沢法人会青年部会の会員企業全体に

ポスターによる啓蒙活動を行います。

①企業への「朝ごはんの摂取率UP＝生産性の向上」の啓蒙活動

ポスターを青年部会会員企業に配布し、
「朝食をとること＝仕事のパフォーマンス
向上」を従業員に周知する

また、企業の経営者に対してはこの活動
が企業の健康経営推進の一助となること
を提案する

【配布ポスター】
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②「朝ごはんコンテスト」による企業表彰及び個人への表彰

【企業版】朝ごはんコンテスト

１. 各企業内でレシピアイディアを収集

条件（時間制限）１５分以内で作れるレシピ ※下ごしらえにかかった時間は除く

２．企業内で応募アイディアの中から１作品、代表作を決定しgoogleフォームにて投稿

３．個人応募者による投票数カウント

４．審査方法に基づきポイント算出

５．グランプリ決定
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②「朝ごはんコンテスト」による企業表彰及び個人への表彰

【個人版】朝ごはんフォトコンテスト

１. 青年部会インスタにてアイディア募集 ⇒ 有料広告にし、Googleフォームに誘導

条件（時間制限）１５分以内で作れるレシピ ※下ごしらえにかかった時間は除く

２．企業版代表アイディアへの投票（Googleフォーム）
３．自分のレシピアイディア投稿（Googleフォーム）
４．料理研究家、委員会メンバーによるアイディア審査

５．グランプリ決定



企業から

写真レシピ
収集

企業からの
レシピ
審査

個人の
フォト審査

2月 ３月 4月 5月

最終審査とポイント加算

グランプリ発表！

応募フォームや、声が

けをして各企業よりネ

タを提供してもらう

個人の作品(フォト)を

収集する

朝ごはんで仕事効率UP！」プロジェクトスケジュール

各企業の代表作を

決定する

代表作の決定を行う 集まった写真の審査をして、賞を決定

各企業に投票のポイントを加算して発表する
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法人部門 個人部門
第１位

「タコス風キーマカレー
トースト」

第２位
「包丁も火も使わない！

豆乳リゾット風
〜温玉添え〜」

第３位
「ちくわと春キャベツの
マヨチーズトースト」

第１位
「ハーフおにぎらず」

第２位
「金澤海茶漬け
山茶漬け」

第３位
「あまりものツナ丼」

受 賞 作 品
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表彰（商品）

企業版朝ごはんコンテスト

＜企業＞170,000円 ※獲得ポイント順

１位：60,000円相当 米二俵（農事法人Ｏｎｅ）

２位：40,000円相当 米一．五俵（農事法人Ｏｎｅ）

３位：30,000円相当 米一俵（農事法人Ｏｎｅ）

４位：25,000円相当 米50kg（農事法人Ｏｎｅ）

５位：15,000円相当 米30kg（農事法人Ｏｎｅ）

個人版朝ごはんフォトコンテスト

＜個人＞30,000円 ※総合審査

１位：15,000円相当     能登牛（てらおか風舎）

２位：10,000円相当   フルーツ盛り合わせ（サカイダフルーツ）  

３位：  5,000円相当   地元農産品詰め合わせセット（農事法人Ｏｎｅ）

表彰式

青年部会の総会にて表彰式を実施

金沢税務署長・金沢法人会会長にもご臨席
いただいた



05健康経営セミナー

健康経営優良法人2025を申請する企業を増やす
ために、セミナーを開催した

「健康経営って結局のところ何すればいいの？」
「健康経営優良法人ってハードル高くない？」
「少人数の会社なんだけど？」

等々の声に

青年部会らしく、気軽に質問ができるセミナーを
企画

健康経営優良法人2025の申請までの道

【講師等】

・健康経営エキスパートアドバイザー 西田 洋平氏
・健康経営をすでに実践されている企業の経営者など

青年部会会員企業の経営者・総務担当者に
実践的なセミナーを３月・４月・５月で計３回開催

最終的には参加企業に健康経営優良法人2025の
を申請してもらい認定を目指す 【3/22開催のセミナーの様子】



全体のタイムスケジュール

7 月

3 月 4 月 6 月5 月7月 8月 9月 10月 11月 12月 1 月

ポスター配布
Lorem ipsum dolor sit amet, 

consectetur adipiscing elit.Mauris
vitae lorem id leo accumsan.

コンテスト表彰
Lorem ipsum dolor sit amet, 

consectetur adipiscing elit.Mauris
vitae lorem id leo accumsan.

健康経営委員会 発足
Lorem ipsum dolor sit amet, 

consectetur adipiscing elit.Mauris
vitae lorem id leo accumsan.
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2 月

朝ごはんコンテスト

健康経営セミナー

健康経営優良法人申請

2023 2024



「第３８回 全国青年の集い２０２４ｉｎ福井 健康経営大賞」 

吉村アドバイザーフィードバックシート 

 

 

 

対象：ファイナリスト単位会・部会員企業 

 

【単位会】 

（局連・県連） 良かった点・評価できるポイント 今後の取り組みに向けてのアドバイス 

金沢法人会 

（金沢・石川） 

・まず、全法連青連協が推進する「財政健

全化のための健康経営プロジェクト アク

ションプラン」を活用し、その中から、

「朝ごはん」に注目したことがとても印

象的でした。 

・「朝ごはんを食べて仕事効率ＵＰ」という

ことが根拠に基づいており、個人として

取り組みやすいことであるため、良かっ

たと思います。 

・また、「食」に対する取り組みは健康経営

の中でも企業として取り組むことが難し

い項目と認識しつつ、法人会が取り組む

きっかけを提供し、会員企業をサポート

したいという姿勢が評価できるポイント

でした。 

・「朝ごはんレシピコンテスト」の入賞作

が実際に会員企業や一般の人々にも広

がるような仕組み作りができれば、な

お良いと思います。 

・また、取り組みを通じて朝ごはんを食

べる人の割合がどれくらい増加したか

等、効果の「見える化」ができればさら

に良い取り組みになるかと思います。 

 

吉村健佑氏：精神保健指定医・労働衛生コンサルタント・公認心理師・ 

千葉大学医学部附属病院 特任教授・産業医・ 

全法連青連協健康経営プロジェクトアドバイザー 

 


	5b8f0381-6407-46ed-a452-ed6626158d83.pdf
	スライド 1: 健康経営委員会　事業報告
	スライド 2: 概要
	スライド 3: 「財政健全化のための健康経営プロジェクト
	スライド 4
	スライド 5: 「朝ごはんで仕事効率UP！」プロジェクト
	スライド 6
	スライド 7
	スライド 8
	スライド 9
	スライド 10
	スライド 11
	スライド 12
	スライド 13
	スライド 14: 健康経営セミナー
	スライド 15: 全体のタイムスケジュール


